
・令和元年8月20日発行
・新庄村のホームページ　http://www.vill.shinjo.okayama.jp/

（
株
）マ
ル
イ
と
の
防
災
協
定
締
結
・・・・

星
空
映
画
会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

公
民
館
長
杯 

グ
ラ
ウ
ン
ド・
ゴ
ル
フ
大
会
・・

お
知
ら
せ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

お
元
気
で
す
か・・・・・・・・・・・・・・・・・

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
・・・・・

社
協
だ
よ
り
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

学
校
だ
よ
り
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2
面

3
面

4
面

5
面

8
面

8
面

9
面

10
面

令和元年7月31日現在

男
女
計
世帯数

人
人
人
戸

)
)
)
)

２
２
４
０

+
+
+
±

(
(
(
(

（ ）内は先月比
………
………
………
…

４３８
４８４
９２２
３８６

 
450

＝
主
な
記
事
＝

　

岡
山
県
の
市
町
村
提
案
型
森
づ
く
り

事
業
の
活
用
。
さ
ら
に
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の

建
設
に
必
要
な
資
材
を
国
六
株
式
会
社

様
よ
り
無
償
で
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

保
育
園
庭
に
立
派
な
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
建

設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
子

供
た
ち
の
遊
び
も
さ
ら
に
発
展
し
楽
し

み
が
増
え
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
設
置
を
記
念
し

た
命
名
式
と
セ
レ
モ
ニ
ー
を
８
月
３
日

に
行
い
ま
し
た
。



　

７
月
８
日
（
月
）
、
新
庄
村
役
場

に
お
い
て
、
岡
山
県
北
を
中
心
に
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
20
店
舗
以
上

展
開
す
る
（
株
）
マ
ル
イ
と
の
災
害

時
に
お
け
る
食
料
品
等
の
供
給
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

災
害
の
発
生
頻
度
が
高
ま
っ
て
い

る
近
年
、
発
生
後
の
被
災
者
支
援
が

非
常
に
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
協
定
は
、
村
が
大
き
な
災
害
に
見

舞
わ
れ
た
場
合
、 

村
か
ら
の
求
め
に

応
じ
て
、
（
株
）
マ
ル
イ
が
自
社
の

物
流
網
を
利
用
し
て
、
飲
食
料
品
や

日
用
品
を
迅
速
に
届
け
る
こ
と
を
内

容
と
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
、
安
心
な
村
づ
く
り
の
た
め

に
は
、
村
独
自
の
対
応
に
加
え
て
、

他
自
治
体
や
企
業
と
の
協
力
関
係
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
後
も
村
に
と
っ

て
必
要
な
関
係
性
の
構
築
を
図
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

（
総
務
企
画
課　

千
葉
）

　

７
月
２
日
（
火
）
、 
二
期
目
と
な

る
新
庄
村
土
管
理
セ
ン
タ
ー
産
業
振

興
部
会
（
通
称
：
農
業
活
性
化
委
員

会
）
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。　
　

　

第
二
期
と
な
る
本
委
員
会
で
は
、

第
一
期
委
員
会
の
提
言
に
あ
る
「
儲

か
る
農
業
の
実
現
」
を
テ
ー
マ
に
10

年
、
20
年
先
の
新
庄
村
の
農
業
を
持

続
可
能
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
、

営
農
団
体
（
集
落
営
農
組
織
）
等
の

検
討
及
び
立
案
等
農
業
振
興
に
必
要

な
事
項
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

第
二
期
委
員
会
の
委
員
構
成
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

委  

員  

長　
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憲
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委
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樹

　
　

（
農
業
委
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会
）
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（
ヒ
メ
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（
農
作
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受
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会
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渡
　
辺
　
精
　
一

　
　

（
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

　

委　
　

員　

 

山
　
口
　
成
　
義

　
　

（
大
規
模
農
家
）

　

委　
　

員　

 

坂
　
本
　
賢
　
治

　
　

（
花
き
生
産
組
合
）

　

委　
　

員　

 

前
　
田
　
美
　
子

　
　

（
女
性
認
定
農
業
者
）

　

委　
　

員　

 

竹
　
本
　
英
　
利

　
　

（
畜
産
農
家
）

　

委　
　

員　
 

本
　
田
　
陽
　
哉

　
　

（（
株
）メ
ル
ヘ
ン
・
プ
ラ
ザ
）

（
産
業
建
設
課　

竹
本
）

　

７
月
５
日
（
金
）
、
農
業
委
員
及

び
転
作
確
認
委
員
の
ご
協
力
に
よ
り
、

村
内
全
域
の
転
作
農
地
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
殆
ど
の
農
家
の

方
が
立
て
札
の
内
容
通
り
転
作
作
物

を
生
産
栽
培
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
ご
理
解
、

ご
協
力
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

  

主
な
転
作
作
物
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

飼
料
作
物　

約 

28 

ha

　

野
菜　
　
　

約 

12 

ha

　

大
豆　
　
　

約 

2.3 

ha

　

加
工
米　
　

約 

7.8 

ha

　

花
き　
　
　

約 

１ 

ha

　　

農
地
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
ん

な
質
問
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お
近

く
の
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
員
ま
た
は
役
場
産
業
建
設
課

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）
ま
で
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
産
業
建
設
課　

竹
本
）

　

７
月
13
日
、
恒
例
の
真
庭
地
域
自

立
支
援
協
議
会
主
催
に
よ
る
森
林
セ

ラ
ピ
ー
交
流
会
が
田
浪
キ
ャ
ン
プ
場

及
び
ゆ
り
か
ご
の
小
径
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
村
内
及
び
真
庭
市
等
よ
り

総
勢
65
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
候
で
雨
の
降
る
中

で
し
た
が
、
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
内
で

は
濡
れ
る
こ
と
な
く
、
各
班
に
分
か

れ
て
森
林
ト
レ
ー
ナ
ー
さ
ん
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
の
ん
び
り
と
ゆ
り
か

ご
の
小
径
を
散
策
し
自
然
の
空
気
を

い
っ
ぱ
い
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

散
策
後
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
、

竹
パ
ン
や
カ
レ
ー
を
食
べ
、
音
楽
を

聴
い
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

汗
を
流
し
た
り
と
大
い
に
楽
し
み
ま

し
た
。

　

普
段
の
生
活
と
は
違
う
自
然
の
中

で
の
活
動
に
皆
さ
ん
と
て
も
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
交
流
も
生

ま
れ
た
楽
し
い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
住
民
福
祉
課　

藤
井
）

　

６
月
30
日
を
も
っ
て
、
新
庄
村
の

人
権
擁
護
委
員
で
あ
る
田
中
由
美
子

さ
ん
が
退
任
さ
れ
、
法
務
大
臣
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
は
７
月
11
日
、
新
庄
村
役

場
で
岡
山

地
方
法
務

局
の
酒
井

津
山
支
局

長
か
ら
伝

達
さ
れ
ま

し
た
。

　

田
中
由

美
子
さ
ん

に
は
、
平

成
25
年
１

月
１
日
か

ら
、
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
住
民
福
祉
課　

山
田
）

　

７
月
１
日
を
も
っ
て
新
庄
村
の
池

田
実
篤
さ
ん
が
、
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
人
権
擁
護
委
員

法
に
基
づ
い
て
、
人
権
相
談
を
受
け

た
り
人
権
の
考
え
を
広
め
た
り
す
る

活
動
を
し
て
い
る
方
々
で
す
。
人
権

擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
、
全
国
の
市
町
村
に
配
置
さ
れ
、

積
極
的
な
人
権
擁
護
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
は
３
年
で

す
。
池
田
実
篤
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か

ら
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課　

山
田
）

　

７
月
19
日
（
金
）
、
夏
恒
例
の
星

空
映
画
会
を
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。
悪
天
候
の
た
め
、

室
内
で
の
上
映
と
な
り
ま
し
た
が
、

映
画
館
や
自
宅
で
の
鑑
賞
と
は
ひ
と

味
違
う
開
放
感
や
、
お
い
し
い
食
事

を
味
わ
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
作
品
は
、
南
太
平
洋
を
舞

台
に
少
女
の
壮
大
な
冒
険
劇
を
描
い

た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
ニ
メ
「
モ
ア
ナ
と

伝
説
の
海
」
。
子
ど
も
た
ち
は
歌
に

合
わ
せ
て
手
拍
子
し
た
り
、
寝
そ
べ

っ
た
り
と
、
思
い
思
い
に
作
品
世
界

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
「
風
の
子
文
庫
」
さ
ん
が

軽
食
を
振
る
舞
っ
て
く
だ
さ
り
、
和

風
、
シ
ー
フ
ー
ド
、
カ
レ
ー
味
の
ピ

ラ
フ
３
種
に
大
人
も
子
ど
も
も
舌
鼓
。

初
企
画
の
「
田
植
え
踊
り
の
仲
間

達
」
さ
ん
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
も
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。　

（
教
育
委
員
会　

小
泉
）

（
株
）マ
ル
イ
と
の

　
　
　
防
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会
」開
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転
作
現
地
確
認

農
業
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会
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嘱

星
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映
画
会
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８
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岡
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ね
く
だ
さ
い
。

（
産
業
建
設
課　

竹
本
）

　

７
月
13
日
、
恒
例
の
真
庭
地
域
自

立
支
援
協
議
会
主
催
に
よ
る
森
林
セ

ラ
ピ
ー
交
流
会
が
田
浪
キ
ャ
ン
プ
場

及
び
ゆ
り
か
ご
の
小
径
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
村
内
及
び
真
庭
市
等
よ
り

総
勢
65
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
候
で
雨
の
降
る
中

で
し
た
が
、
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
内
で

は
濡
れ
る
こ
と
な
く
、
各
班
に
分
か

れ
て
森
林
ト
レ
ー
ナ
ー
さ
ん
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
の
ん
び
り
と
ゆ
り
か

ご
の
小
径
を
散
策
し
自
然
の
空
気
を

い
っ
ぱ
い
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

散
策
後
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
、

竹
パ
ン
や
カ
レ
ー
を
食
べ
、
音
楽
を

聴
い
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

汗
を
流
し
た
り
と
大
い
に
楽
し
み
ま

し
た
。

　

普
段
の
生
活
と
は
違
う
自
然
の
中

で
の
活
動
に
皆
さ
ん
と
て
も
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
交
流
も
生

ま
れ
た
楽
し
い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
住
民
福
祉
課　

藤
井
）

　

６
月
30
日
を
も
っ
て
、
新
庄
村
の

人
権
擁
護
委
員
で
あ
る
田
中
由
美
子

さ
ん
が
退
任
さ
れ
、
法
務
大
臣
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
は
７
月
11
日
、
新
庄
村
役

場
で
岡
山

地
方
法
務

局
の
酒
井

津
山
支
局

長
か
ら
伝

達
さ
れ
ま

し
た
。

　

田
中
由

美
子
さ
ん

に
は
、
平

成
25
年
１

月
１
日
か

ら
、
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
住
民
福
祉
課　

山
田
）

　

７
月
１
日
を
も
っ
て
新
庄
村
の
池

田
実
篤
さ
ん
が
、
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
人
権
擁
護
委
員

法
に
基
づ
い
て
、
人
権
相
談
を
受
け

た
り
人
権
の
考
え
を
広
め
た
り
す
る

活
動
を
し
て
い
る
方
々
で
す
。
人
権

擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
、
全
国
の
市
町
村
に
配
置
さ
れ
、

積
極
的
な
人
権
擁
護
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
は
３
年
で

す
。
池
田
実
篤
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か

ら
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課　

山
田
）

　

７
月
19
日
（
金
）
、
夏
恒
例
の
星

空
映
画
会
を
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。
悪
天
候
の
た
め
、

室
内
で
の
上
映
と
な
り
ま
し
た
が
、

映
画
館
や
自
宅
で
の
鑑
賞
と
は
ひ
と

味
違
う
開
放
感
や
、
お
い
し
い
食
事

を
味
わ
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
作
品
は
、
南
太
平
洋
を
舞

台
に
少
女
の
壮
大
な
冒
険
劇
を
描
い

た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
ニ
メ
「
モ
ア
ナ
と

伝
説
の
海
」
。
子
ど
も
た
ち
は
歌
に

合
わ
せ
て
手
拍
子
し
た
り
、
寝
そ
べ

っ
た
り
と
、
思
い
思
い
に
作
品
世
界

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
「
風
の
子
文
庫
」
さ
ん
が

軽
食
を
振
る
舞
っ
て
く
だ
さ
り
、
和

風
、
シ
ー
フ
ー
ド
、
カ
レ
ー
味
の
ピ

ラ
フ
３
種
に
大
人
も
子
ど
も
も
舌
鼓
。

初
企
画
の
「
田
植
え
踊
り
の
仲
間

達
」
さ
ん
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
も
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。　

（
教
育
委
員
会　

小
泉
）

（
株
）マ
ル
イ
と
の

　
　
　
防
災
協
定
締
結

人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　
　
感
謝
状
贈
呈

「
癒
し
に
来
ら
れ
え
〜
新
庄

　
森
と
親
し
も
う
森
林
セ
ラ
ピ
ー

　
　
　
　
　
交
流
会
」開
催

転
作
現
地
確
認

農
業
活
性
化
委
員
会

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

星
空
映
画
会
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７
月
22
日
（
月
）
、
令
和
元
年
度

の
公
民
館
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
を
ふ
れ
あ
い
公
園
で
開
催
し

ま
し
た
。
９
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
29
人

が
参
加
さ
れ
、
梅
雨
の
合
間
に
差
し

込
ん
だ
日
差
し
を
浴
び
な
が
ら
、
日

頃
の
練
習
で
磨
い
た
腕
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　

８
ホ
ー
ル
、
２
ラ
ウ
ン
ド
の
総
打

数
で
順
位
を
決
定
。
優
勝
に
は
米
田

俶
三
さ
ん
▽
準
優
勝
に
は
牧
野
好
正

さ
ん
▽
３
位
に
は
島
田
哲
男
さ
ん
が

輝
き
、
石
倉
須
美
江
公
民
館
長
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
起
伏
の
あ
る
コ

ー
ス
を
読
み
、
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
を

連
発
。
７
人
の
方
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
を
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
度
も

ふ
る
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
教
育
委
員
会　

小
泉
）

　

７
月
28
日
（
日
）
、
元
五
輪
女
子

マ
ラ
ソ
ン
代
表
で
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
増
田
明
美
さ
ん
を
招
い

た
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

前
半
は
小
学
校
低
学
年
を
対
象
に
し

た
新
庄
中
学
校
体
育
館
で
の
走
り
方

教
室
、
後
半
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
の
講
演
会
と
２
部
構
成
で
行
い
ま

し
た
。

　

走
り
方
教
室
に
は
、
村
内
を
中
心

に
津
山
、
倉
敷
市
か
ら
約
30
人
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
。
増
田
さ
ん
は

「
走
る
こ
と
は
す
べ
て
の
ス
ポ
ー
ツ

の
基
礎
。
速
く
走
る
た
め
の
秘
密
を

教
え
ま
す
」
と
語
り
掛
け
、
肩
の
力

を
抜
い
て
前
か
ら
後
ろ
に
し
っ
か
り

と
腕
を
振
る
▽
ス
キ
ッ
プ
す
る
よ
う

に
腰
の
位
置
を
高
く
、
胸
を
張
っ
た

フ
ォ
ー
ム
を
意
識
す
る
―
と
い
っ
た

２
つ
の
極
意
を
伝
授
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

現
役
時
代
に
行
っ
て
い
た
と
い
う

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
方
法
の
一
部

も
披
露
し
て
く
だ
さ
り
、
最
後
に
は

保
護
者
も
一
緒
に
な
っ
て
学
ん
だ
成

果
を
実
践
。
大
人
も
子
ど
も
も
爽
や

か
な
汗
を
流
し
な
が
ら
、
走
る
こ
と

の
喜
び
や
楽
し
さ
に
浸
っ
て
い
ま
し

た
　

ま
た
、
「
自
分
と
い
う
人
生
の
長

距
離
ラ
ン
ナ
ー
」
と
題
し
て
の
講
演

会
に
は
、
村
内
外
か
ら
約
90
名
が
聴

講
。
前
半
は
現
役
時
代
の
裏
話
や
現

在
の
活
動
を
増
田
節
で
お
話
し
さ
れ
、

会
場
内
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

後
半
は
選
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

頃
の
苦
労
話
を
さ
れ
、
ロ
ス
五
輪
で

途
中
棄
権
し
、
「
非
国
民
」
と
い
う

言
葉
を
浴
び
せ
ら
れ
、
精
神
的
に
追

い
詰
め
ら
れ
た
こ
と
を
紹
介
。
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍
は
誰
し
も
華

や
か
な
世
界
に
見
え
て
、
実
は
大
き

な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
の
戦
い
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
実
感
で
き
る
お
話
で

し
た
。　
　

  

最
後
に
何
事
も
楽
し
み
な
が
ら
取

り
組
む
「
知
・
好
・
楽
」
と
い
う
印

象
的
な
言
葉
を
残
し
、
新
庄
村
を
後

に
し
ま
し
た
。

  

今
回
の
講
演
会
、
走
り
方
教
室
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
紙

面
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

（
教
育
委
員
会　

山
田
）

ダ
ミ
ー
で
す

公
民
館
長
杯

 
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会

増
田
明
美
さ
ん

　
　
　
特
別
講
演
会
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年  

金  

相  

談

　

夏
野
菜
の
収
穫
が
盛
ん
と
な
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ

て
サ
ル
の
出
没
と
農
作
物
の
被
害
が

増
加
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

新
庄
村
役
場
で
は
、
サ
ル
被
害
を

少
な
く
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
出
没

情
報
の
収
集
と
、
告
知
放
送
に
よ
る

出
没
情
報
の
発
信
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
サ
ル
を
目
撃
し
た
際

は
、
情
報
の
提
供
と
防
護
へ
の
活
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
出
没
情
報
の
提
供

　

出
没
日
時
、
場
所
、
頭
数
、
被
害

の
有
無
に
つ
い
て
役
場
産
業
建
設
課

（
℡
５
６
|
２
６
２
８
）
へ
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

②
出
没
情
報
の
活
用

　

目
撃
者
か
ら
い
た
だ
い
た
出
没
情

報
（
サ
ル
の
み
）
を
役
場
前
バ
ス
停

の
掲
示
板
、
告
知
放
送
で
周
知
し
ま

す
の
で
、
防
護
、
追
い
払
い
等
の
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

（
産
業
建
設
課　

池
田
）

死
亡
届　
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
令
和
元
年
７
月
19
日

　

松
葉　

雅
俊
（
満
99
歳
）

　

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

　

９
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す

日
　
時

　

９
月
12
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

　

９
月
26
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

場
　
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　

津
山
事
務
所 

お
客
様
相
談
室

　
　

０
８
６
８
|
31
|
２
３
６
０

　

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し

　
　

た
ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番

　
　

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

　
　

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願

　
　

い
し
ま
す
。

　

※
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

　
　

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、

　
　

保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
場
合
は

　
　

委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

サ
ル
出
没
情
報
の
提
供
と

　
　
　
　
　
活
用
に
つ
い
て

《
戸
籍
の
動
き
》

令
和
元
年
７
月
受
付
分

６月期の交通事故発生状況
村　　内

区　分
6月期 6月期 本年の累計本年の累計

真庭市内

0

0

0

0

件  数

死  者

重  傷

軽  傷

件

人

人

人

件

人

人

人

0

0

0

0

1

0

0

1

23

2

4

21

事　
　

故

（総務企画課　寺下）

８
月
の
納
税

村
県
民
税　
　

（
２
期
）

国
保
税　
　
　

（
３
期
）

介
護
保
険
料　

（
３
期
）

後
期
高
齢
者
保
険
料
（
２
期
）

　
　

納
期
限　

９
月
２
日
（
月
）
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司
法
書
士
に
よ
る

　
無
料
養
育
費
電
話
相
談
会

追
加
検
診
の
お
知
ら
せ

　

健
康
ま
つ
り
等
で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
を
受

け
ら
れ
て
い
な
い
方
（
40
歳
以
上
）

を
対
象
に
、
追
加
検
診
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

　

８
月
31
日
（
土
）

　

・
カ
ケ
住
宅
横
バ
ス
停
広
場

　
　

午
前
７
時
30
分
〜
８
時
ま
で

　

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
９
時
ま
で

持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
物

（
無
い
方
は
会
場
で
配
布
し
ま
す
）

【
肺
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
】

　

結
核
・
肺
が
ん
検
診
受
診
票

　

（
む
ら
さ
き
色
）

【
胃
が
ん
検
診
】

　

胃
が
ん
検
診
受
診
票

　

（
み
ど
り
色
）

【
大
腸
が
ん
検
診
】

　

大
腸
が
ん
検
診
受
診
票
（
茶
色
）
、

　

大
腸
が
ん
検
診
容
器
（
み
ど
り
色

　

袋
）

注
意
し
て
い
た
だ
く
こ
と

・
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
受
診
前

日
の
夜
９
時
以
降
は
何
も
口
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
原
則
水
や
た
ば
こ

も
禁
止
で
す
が
、
の
ど
が
渇
い
た
場

合
は
夜
12
時
ま
で
水
の
み
（
コ
ッ
プ

１
杯
ま
で
）
口
に
し
て
も
構
い
ま
せ

ん
。
健
診
当
日
に
飲
食
を
さ
れ
た
場

合
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

・
大
腸
が
ん
検
診
は
当
日
容
器
の
回

収
を
行
い
ま
す
。
容
器
が
お
手
元
に

無
い
方
は
住
民
福
祉
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
当

日
提
出
が
困
難
な
方
は
、
回
収
予
備

日
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

大
腸
が
ん
検
診
容
器
回
収
予
備
日

　

９
月
３
日
（
火
）
８
時
30
分
〜
12

時
ま
で
に
役
場
創
生
セ
ン
タ
ー
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
玄
関
付
近
の
箱

に
、
容
器
と
問
診
票
を
お
入
れ
く
だ

さ
い
。

　

ご
自
身
の
健
康
の
た
め
に
、
一
年

に
一
回
検
診
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を

推
奨
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

谷
川
）

　

暑
い
夏
、
メ
リ
ハ
リ
を
付
け
た
働

き
方
で
人
生
を
充
実
さ
せ
ま
せ
ん
か
。

　

「
年
次
有
給
休
暇
」
と
は

　

年
次
有
給
休
暇
（
以
下
「
年
休
」

仕
事
休
も
っ
化
計
画
始
動
！

中
学
２
年
生
に
よ
る

                

東
京
研
修

と
い
う
。
）
は
、
労
働
基
準
法
で
定

め
ら
れ
た
労
働
者
に
与
え
ら
れ
た
権

利
で
す
。
労
働
基
準
法
第
39
条
に
お

い
て
、
労
働
者
は
、

・
６
か
月
間
継
続
し
て
雇
わ
れ
て
い

　

る
こ
と

・
全
労
働
日
の
８
割
以
上
を
出
勤
し

　

て
い
る
こ
と

を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
10
日
間
の
年

休
が
付
与
さ
れ
、
申
し
出
る
こ
と
に

よ
り
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
勤
続
年
数
、
週
所
定
労
働
日
数
等

に
応
じ
て
年
休
の
付
与
日
数
は
異
な

り
ま
す
。
）
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
岡
山
労
働
局
雇

用
環
境
・
均
等
室
ま
で

　

０
８
６
|
２
５
５
|
２
０
１
７

　

岡
山
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、

養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　

９
月
７
日
（
土
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

０
１
２
０
|
５
６
７
|
３
０
１

　

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

相
談
料
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

　

担
当
者 

司
法
書
士 

西
田
真
二

事
前
問
合
せ
先

　

０
８
６
３
|
３
３
|
３
５
１
７

今
月
の
俳
句
　
（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）

梅
雨
晴
間
大
入
り
満
員
物
干
し
場 

三
鴨　

浩
子

健
や
か
に
生
き
ゆ
く
証
し
草
を
刈
る 

樋
口　

正
直

ふ
わ
り
舞
う
蝶
は
優
雅
に
気
ま
ぐ
れ
に 

南
亭　

骨
太

胡
瓜
噛
む
音
の
続
く
や
老
い
の
朝 

渡
邉　

算
人

　

今
年
度
も
中
学
２
年
生
８
名
に
よ

る
東
京
研
修
を
７
月
31
日
か
ら
８
月

１
日
に
か
け
て
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、

①
明
治
大
学
に
お
い
て
元
外
交
官
の

　

堀
江
正
彦
さ
ん
と
懇
談

②
学
研

③
羽
子
板
の
老
舗
店

　

「
む
さ
し
や
豊
山
」

④
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使
館

　

以
上
４
カ
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

な
お
、
９
月
号
で
生
徒
た
ち
の
感
想

を
含
め
た
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

   　
　

（
教
育
委
員
会　

山
田
）
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司
法
書
士
に
よ
る

　
無
料
養
育
費
電
話
相
談
会

追
加
検
診
の
お
知
ら
せ

　

健
康
ま
つ
り
等
で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
を
受

け
ら
れ
て
い
な
い
方
（
40
歳
以
上
）

を
対
象
に
、
追
加
検
診
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

　

８
月
31
日
（
土
）

　

・
カ
ケ
住
宅
横
バ
ス
停
広
場

　
　

午
前
７
時
30
分
〜
８
時
ま
で

　

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
９
時
ま
で

持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
物

（
無
い
方
は
会
場
で
配
布
し
ま
す
）

【
肺
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
】

　

結
核
・
肺
が
ん
検
診
受
診
票

　

（
む
ら
さ
き
色
）

【
胃
が
ん
検
診
】

　

胃
が
ん
検
診
受
診
票

　

（
み
ど
り
色
）

【
大
腸
が
ん
検
診
】

　

大
腸
が
ん
検
診
受
診
票
（
茶
色
）
、

　

大
腸
が
ん
検
診
容
器
（
み
ど
り
色

　

袋
）

注
意
し
て
い
た
だ
く
こ
と

・
胃
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
受
診
前

日
の
夜
９
時
以
降
は
何
も
口
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
原
則
水
や
た
ば
こ

も
禁
止
で
す
が
、
の
ど
が
渇
い
た
場

合
は
夜
12
時
ま
で
水
の
み
（
コ
ッ
プ

１
杯
ま
で
）
口
に
し
て
も
構
い
ま
せ

ん
。
健
診
当
日
に
飲
食
を
さ
れ
た
場

合
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

・
大
腸
が
ん
検
診
は
当
日
容
器
の
回

収
を
行
い
ま
す
。
容
器
が
お
手
元
に

無
い
方
は
住
民
福
祉
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
当

日
提
出
が
困
難
な
方
は
、
回
収
予
備

日
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

大
腸
が
ん
検
診
容
器
回
収
予
備
日

　

９
月
３
日
（
火
）
８
時
30
分
〜
12

時
ま
で
に
役
場
創
生
セ
ン
タ
ー
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
玄
関
付
近
の
箱

に
、
容
器
と
問
診
票
を
お
入
れ
く
だ

さ
い
。

　

ご
自
身
の
健
康
の
た
め
に
、
一
年

に
一
回
検
診
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を

推
奨
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

谷
川
）

　

暑
い
夏
、
メ
リ
ハ
リ
を
付
け
た
働

き
方
で
人
生
を
充
実
さ
せ
ま
せ
ん
か
。

　

「
年
次
有
給
休
暇
」
と
は

　

年
次
有
給
休
暇
（
以
下
「
年
休
」

仕
事
休
も
っ
化
計
画
始
動
！

中
学
２
年
生
に
よ
る

                

東
京
研
修

と
い
う
。
）
は
、
労
働
基
準
法
で
定

め
ら
れ
た
労
働
者
に
与
え
ら
れ
た
権

利
で
す
。
労
働
基
準
法
第
39
条
に
お

い
て
、
労
働
者
は
、

・
６
か
月
間
継
続
し
て
雇
わ
れ
て
い

　

る
こ
と

・
全
労
働
日
の
８
割
以
上
を
出
勤
し

　

て
い
る
こ
と

を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
10
日
間
の
年

休
が
付
与
さ
れ
、
申
し
出
る
こ
と
に

よ
り
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
勤
続
年
数
、
週
所
定
労
働
日
数
等

に
応
じ
て
年
休
の
付
与
日
数
は
異
な

り
ま
す
。
）
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
岡
山
労
働
局
雇

用
環
境
・
均
等
室
ま
で
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岡
山
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、

養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　

９
月
７
日
（
土
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

０
１
２
０
|
５
６
７
|
３
０
１

　

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

相
談
料
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

　

担
当
者 

司
法
書
士 

西
田
真
二

事
前
問
合
せ
先
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６
３
|
３
３
|
３
５
１
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今
月
の
俳
句
　
（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）

梅
雨
晴
間
大
入
り
満
員
物
干
し
場 

三
鴨　

浩
子

健
や
か
に
生
き
ゆ
く
証
し
草
を
刈
る 

樋
口　

正
直

ふ
わ
り
舞
う
蝶
は
優
雅
に
気
ま
ぐ
れ
に 

南
亭　

骨
太

胡
瓜
噛
む
音
の
続
く
や
老
い
の
朝 

渡
邉　

算
人

　

今
年
度
も
中
学
２
年
生
８
名
に
よ

る
東
京
研
修
を
７
月
31
日
か
ら
８
月

１
日
に
か
け
て
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、

①
明
治
大
学
に
お
い
て
元
外
交
官
の

　

堀
江
正
彦
さ
ん
と
懇
談

②
学
研

③
羽
子
板
の
老
舗
店

　

「
む
さ
し
や
豊
山
」

④
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使
館

　

以
上
４
カ
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

な
お
、
９
月
号
で
生
徒
た
ち
の
感
想

を
含
め
た
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

   　
　

（
教
育
委
員
会　

山
田
）



　

７
月
の
活
動
状
況

22
日　

老
連
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー

　
　
　

ル
大
会　
　
　
　

（
10
名
）

22
日　

公
民
館
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　

ゴ
ル
フ
大
会　
　

（
29
名
）

29
日　

真
庭
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ

　
　
　

ー
ツ
大
会
打
合
会

　
　
　
　
　
　
　

（
真
庭
市
３
名
）

30
日　

花
壇
・
農
園
草
取
り

　
　
　
　
　
　
　

（
女
性
部
５
名
）

31
日　

第
２
回
役
員
会　

（
９
名
）

平
成
31
（
令
和
元
）
年
度

老
連
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
人
口
減
少
に
歯
止

め
が
掛
け
ら
れ
る
事
を
願
い
、
７
月

22
日
午
前
中
、
ふ
れ
あ
い
公
園
に
て

行
わ
れ
た
こ
の
大
会
に
は
、
10
名
の

会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
初
め
て
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
握

る
選
手
も
あ
り
、
楽
し
い
雰
囲
気
の

中
で
親
睦
を
深
め
た
大
会
に
な
り
ま

し
た
。

　

９
月
の
行
事
予
定

25
日　

第
５
回
美
作
地
区
高
齢
者
ゲ

　
　
　

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
鏡
野
町
）

27
日　

第
15
回
真
庭
地
域
老
人
ク
ラ

　
　
　

ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
　
　
　
　

（
真
庭
市
勝
山
）

　

８
月
１
日
（
木
）
、
今
年
も
や
っ

て
き
た
！
夏
の
暑
さ
も
吹
っ
飛
ば
す

あ
つ
〜
い
納
涼
祭
。

  

保
育
所
園
児
が
か
わ
い
い
浴
衣
姿

で
新
庄
盆
踊
り
「
ひ
が
し
」
を
踊
り

な
が
ら
登
場
し
、
元
気
な
歌
声
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
園

児
達
と
利
用
者
様
と
の
ゲ
ー
ム
で
は
、

釣
竿
で
星
を
ゲ
ッ
ト
し
、
そ
の
星
を

天
の
川
に
貼
り
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

見
事
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
天
の
川
が
完

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
納
涼
祭

職
員
紹
介

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

jjjj
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社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　

５
６―

２
０
０
１

成
。
園
児
、
利
用
者
様
の
キ
ラ
キ
ラ

笑
顔
が
星
の
よ
う
に
輝
い
て
い
ま
し

た
。
会
場
も
盛
り
上
が
り
、
握
手
を

交
わ
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

昼
食
に
は
、
夏
祭
り
を
感
じ
さ
せ

る
メ
ニ
ュ
ー
で
焼
き
そ
ば
、
た
こ
焼

き
等
の
料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
ば
こ
の
会
の
皆
様
の
ご
協
力
も
あ

り
、
皆
様
と
て
も
喜
ん
で
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
田
植
え
歌
踊
り
を

見
て
楽
し
み
、
ゲ
ー
ム
「
ス
イ
カ
落

と
す
な
大
作
戦
」
を
開
催
。
目
で
楽

し
み
、
身
体
で
楽
し
む
一
日
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
恒
例
と
な
り
ま
し
た

職
員
の
出
し
物
で
は
「
う
ら
じ
ゃ
総

お
ど
り
」
を
披
露
。
歌
っ
て
、
踊
っ

て
、
騒
い
で
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ

シ
ョ
イ
。
職
員
も

利
用
者
様
も
忘
れ

ら
れ
な
い
最
高
の

一
日
と
な
り
ま
し

た
。

 

ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

８
月
か
ら
小

規
模
多
機
能
事

業
所
で
看
護
師

と
し
て
働
か
せ

て
い
た
だ
き
ま

す
、
谷
岡
み
ど
り
と
申
し
ま
す
。
不

慣
れ
な
こ
と
も
多
く
皆
様
に
ご
迷
惑

を
お
掛
け
す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

８
月
１
日
よ

り
、
通
所
介
護

職
員
と
し
て
勤

務
さ
せ
て
頂
き

ま
す
太
田
と
申

し
ま
す
。
元
気
に
明
る
く
頑
張
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
ご
寄
付
】

　
　
　
　
　

７
月
１
日
〜
７
月
31
日

　

新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
香
典
返
し

　

松
葉　

繁
延　

様

　
　

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
元
気
で
す
か
？

「
９
月
は
健
康
増
進

　
　
　
　
　

普
及
月
間
」

期
間
：
９
月
１
日
〜
９
月
30
日

統
一
標
語
：
１
に
運
動
２
に
食
事

　

し
っ
か
り
禁
煙　

最
後
に
ク
ス
リ

　

〜
健
康
寿
命
の
延
伸
〜

趣
旨
（
抜
粋
）
：
生
活
習
慣
病
は
日

常
生
活
の
あ
り
方
と
深
く
関
連
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
国
民
の
健
康
の
保

持
・
増
進
を
図
る
た
め
に
は
、
運
動

習
慣
の
定
着
や
食
生
活
の
改
善
と
い

っ
た
健
康
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
が

重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
個
人
の

生
活
習
慣
の
改
善
の
重
要
性
に
つ
い

て
国
民
一
人
ひ
と
り
の
理
解
を
深
め
、

さ
ら
に
そ
の
健
康
づ
く
り
の
実
践
を

促
進
す
る
。

　

「
１
ヶ
月
間
頑
張
り
目
標
」

　

ど
れ
か
ひ
と
つ
を
選
ん
で
１
ヶ
月

間
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

□
＋
10
分
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

□
筋
ト
レ
を
１
日
１
回
（
ス
ク
ワ
ッ

　

ト
や
腹
筋
、
も
も
上
げ
）

□
１
日
き
ち
ん
と
３
食
食
べ
る

□
野
菜
を
毎
日
食
べ
る

□
禁
煙
を
す
る

□
週
に
２
回
休
肝
日
を
作
る

□
毎
日
体
重
計
に
の
る

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

大
塚
）

工 事 入 札 結 果

入　札　日

令和元年
　　7月22日

令和元年
　　7月22日

令和元年
　　7月22日

令和元年
　　9月30日

令和元年
　　9月30日

令和元年
　　9月30日

農地災害復旧工事
（稲田農地）

農業施設単独災害復
旧工事（茅見水路）

新庄小・中学校受変電
設備改修工事

工　　期事　業　名 業　者　名 落札価格（契約金額）

（有）中山重機

（有）中山重機

山縣電機工業（株）

1,850千円

950千円

10,300千円

（1,998千円）

（1,026千円）

（11,124千円）

（8）令和元年8月20日発行第450号 広 報 新 庄（9）令和元年8月20日発行 第450号広 報 新 庄



　

７
月
の
活
動
状
況

22
日　

老
連
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー

　
　
　

ル
大
会　
　
　
　

（
10
名
）

22
日　

公
民
館
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　

ゴ
ル
フ
大
会　
　

（
29
名
）

29
日　

真
庭
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ

　
　
　

ー
ツ
大
会
打
合
会

　
　
　
　
　
　
　

（
真
庭
市
３
名
）

30
日　

花
壇
・
農
園
草
取
り

　
　
　
　
　
　
　

（
女
性
部
５
名
）

31
日　

第
２
回
役
員
会　

（
９
名
）

平
成
31
（
令
和
元
）
年
度

老
連
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
人
口
減
少
に
歯
止

め
が
掛
け
ら
れ
る
事
を
願
い
、
７
月

22
日
午
前
中
、
ふ
れ
あ
い
公
園
に
て

行
わ
れ
た
こ
の
大
会
に
は
、
10
名
の

会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
初
め
て
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
握

る
選
手
も
あ
り
、
楽
し
い
雰
囲
気
の

中
で
親
睦
を
深
め
た
大
会
に
な
り
ま

し
た
。

　

９
月
の
行
事
予
定

25
日　

第
５
回
美
作
地
区
高
齢
者
ゲ

　
　
　

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
鏡
野
町
）

27
日　

第
15
回
真
庭
地
域
老
人
ク
ラ

　
　
　

ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
　
　
　
　

（
真
庭
市
勝
山
）

　

８
月
１
日
（
木
）
、
今
年
も
や
っ

て
き
た
！
夏
の
暑
さ
も
吹
っ
飛
ば
す

あ
つ
〜
い
納
涼
祭
。

  

保
育
所
園
児
が
か
わ
い
い
浴
衣
姿

で
新
庄
盆
踊
り
「
ひ
が
し
」
を
踊
り

な
が
ら
登
場
し
、
元
気
な
歌
声
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
園

児
達
と
利
用
者
様
と
の
ゲ
ー
ム
で
は
、

釣
竿
で
星
を
ゲ
ッ
ト
し
、
そ
の
星
を

天
の
川
に
貼
り
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

見
事
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
天
の
川
が
完

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
納
涼
祭

職
員
紹
介

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て
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社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　

５
６―

２
０
０
１

成
。
園
児
、
利
用
者
様
の
キ
ラ
キ
ラ

笑
顔
が
星
の
よ
う
に
輝
い
て
い
ま
し

た
。
会
場
も
盛
り
上
が
り
、
握
手
を

交
わ
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

昼
食
に
は
、
夏
祭
り
を
感
じ
さ
せ

る
メ
ニ
ュ
ー
で
焼
き
そ
ば
、
た
こ
焼

き
等
の
料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
ば
こ
の
会
の
皆
様
の
ご
協
力
も
あ

り
、
皆
様
と
て
も
喜
ん
で
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
田
植
え
歌
踊
り
を

見
て
楽
し
み
、
ゲ
ー
ム
「
ス
イ
カ
落

と
す
な
大
作
戦
」
を
開
催
。
目
で
楽

し
み
、
身
体
で
楽
し
む
一
日
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
恒
例
と
な
り
ま
し
た

職
員
の
出
し
物
で
は
「
う
ら
じ
ゃ
総

お
ど
り
」
を
披
露
。
歌
っ
て
、
踊
っ

て
、
騒
い
で
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ

シ
ョ
イ
。
職
員
も

利
用
者
様
も
忘
れ

ら
れ
な
い
最
高
の

一
日
と
な
り
ま
し

た
。

 
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

８
月
か
ら
小

規
模
多
機
能
事

業
所
で
看
護
師

と
し
て
働
か
せ

て
い
た
だ
き
ま

す
、
谷
岡
み
ど
り
と
申
し
ま
す
。
不

慣
れ
な
こ
と
も
多
く
皆
様
に
ご
迷
惑

を
お
掛
け
す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

８
月
１
日
よ

り
、
通
所
介
護

職
員
と
し
て
勤

務
さ
せ
て
頂
き

ま
す
太
田
と
申

し
ま
す
。
元
気
に
明
る
く
頑
張
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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〜
７
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社
会
福
祉
協
議
会
に
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ら
ご
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付
を
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た
だ
き
ま
し
た
。
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。
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？
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９
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進
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」
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間
：
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１
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〜
９
月
30
日

統
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語
：
１
に
運
動
２
に
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事
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禁
煙　
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に
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リ

　

〜
健
康
寿
命
の
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伸
〜

趣
旨
（
抜
粋
）
：
生
活
習
慣
病
は
日

常
生
活
の
あ
り
方
と
深
く
関
連
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
国
民
の
健
康
の
保

持
・
増
進
を
図
る
た
め
に
は
、
運
動

習
慣
の
定
着
や
食
生
活
の
改
善
と
い

っ
た
健
康
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
が

重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
個
人
の

生
活
習
慣
の
改
善
の
重
要
性
に
つ
い

て
国
民
一
人
ひ
と
り
の
理
解
を
深
め
、

さ
ら
に
そ
の
健
康
づ
く
り
の
実
践
を

促
進
す
る
。

　

「
１
ヶ
月
間
頑
張
り
目
標
」

　

ど
れ
か
ひ
と
つ
を
選
ん
で
１
ヶ
月

間
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

□
＋
10
分
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

□
筋
ト
レ
を
１
日
１
回
（
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ト
や
腹
筋
、
も
も
上
げ
）

□
１
日
き
ち
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と
３
食
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□
野
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を
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べ
る

□
禁
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を
す
る

□
週
に
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令和元年
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　　7月22日

令和元年
　　9月30日

令和元年
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　　9月30日

農地災害復旧工事
（稲田農地）

農業施設単独災害復
旧工事（茅見水路）

新庄小・中学校受変電
設備改修工事

工　　期事　業　名 業　者　名 落札価格（契約金額）

（有）中山重機

（有）中山重機

山縣電機工業（株）

1,850千円

950千円

10,300千円

（1,998千円）

（1,026千円）

（11,124千円）

（8）令和元年8月20日発行第450号 広 報 新 庄（9）令和元年8月20日発行 第450号広 報 新 庄



　７月１日（月）に情報モラル教室を行
いました。昨年度までは小学校５・６年
と中学生が行っていたのですが、近年の
スマートフォン使用の低年齢化等を踏ま
え今年度から全校での実施としました。
　小学校５・６年と中学生は中学校の音
楽ホールで、小学校の１年生から４年生
までは小学校の音楽ホールでそれぞれ合
同学習をしました。津山青少年サポート
センターの方に指導していただきました。
ネットが世界中とつながっていること、
つながっている人は見えない・わからな
いこと、出てしまった情報は消すことが困難なことなどをわかりやすくお話ししていた
だきました。また、ネットに関する知識を持っておくことだけでなく、普段からのちょ
っとした言葉遣いに気を付けることや相手への気遣い、相手の立場になって考えてみる
ことが何よりも大切なことを学ぶことができました。

（新庄小学校　岡田）

　中学生が出場できる運動部の公式の大会に
は、真庭支部総体と美作地区総体があります。
そのうち美作地区総体は県総体の予選を兼ね
た大会となります。日ごろの練習では、常に
試合をイメージして活動をしています。本校
からは卓球･バドミントン･ソフトテニスの３
種目に出場しました。
　３年生にとっては、県大会出場を目指す最
後の大会でした。県大会に出場できなければ
引退となります。どの部も最後までよく戦い抜きました。ファイナルセットゲームでも
落ち着いて粘り強くプレイでき、練習してきたサーブを決めるなど、日ごろの活動の成
果を発揮してくれました。結果は、バドミントン部から２名、卓球部から２名が県大会
への出場権を得ることができました。
　７月23日～24日に行われた県大会でも、最後まで諦めることなく、次につながる試合
ができました。この大会をもって３年生は引退し、１・２年生が新チームで９月の真庭
支部秋季総体、そして10月の美作予選会を経て、11月の県秋季大会出場を目指していき
ます。 （新庄中学校　河井）

小学校だより小学校だより 情報モラル教室情報モラル教室

各部とも健闘各部とも健闘中学校だより中学校だより
～県大会を目指して～

（10）令和元年8月20日発行第450号 広 報 新 庄


